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地域ブランド化の考察
―失敗しないブランド化―
蔭　山　敬　泰＊
1．研究背景・目的
　近年，地域活性化の必要性が非常に高まってい
る．「消滅可能性都市」という言葉が，2014年話題
となり同年のユーキャン主催「新語・流行語大賞」
でも候補となった．これは，「日本創生会議」人口
減少検討分科会が2010年から2040年の30年間に20
～39歳の女性の 5割以上が減少する事を指標とし
て，全国約1800の市町村の半数に当たる，896市町
村が「消滅可能性」があると発表し，話題を呼ん
だ．また，安倍政権は「地方創生」を掲げるなど
国内で「地方を元気」にしようという世論が高ま
っている．
　しかしながら，現在の地方を取り巻く環境は大
変厳しいものとなっている．都市圏よりも急速に
進行する高齢化，産業空洞化により失われた働き
口，農業人口の減少等，地方の抱える問題は枚挙
にいとまがない．また，地方の衰退は日本の食糧
事情にも影響を与える．世界に目を向けると，国
連の推計によれば2050年に世界人口は95億人を突
破するといわれ水不足・食料不足が懸念されてい
る．わが国のカロリーベースでみる食料自給率は
39％と先進国中で最も低い水準となっており，こ
の問題は対岸の火事では済まされない．
　この様な状況から，国・地方共に地域活性化を
試み，地方移住や地域ブランド等の取り組みを促
進してきた．特に「地域ブランド」は，経済産業
省，農林水産省そして国土交通省によって環境整
備が急速に整ってきている．しかしながら，地域
資源がありながらブランド化に失敗する地域があ
る一方で，地域資源が無くてもブランド化に成功
している地域もある．
　そこで，本稿は「地域ブランド」が地域活性化
の救世主足り得るかを，戦後の地方政策，現状分
析，先行研究を調査する事で明らかにし，先行研
究を通して「地域ブランド」が失敗する確率を低
減させるための方策についての提言を行った．
2．論文の構成及び内容
　第 1章で「地域ブランド化」がなぜ必要とされ
ているのかを戦後の地方政策，地域ブランドの経
緯から考察をし，現在地域ブランド化がどのよう
な状況に置かれているのかの分析を，調査報告書
と先行研究から明らかにすることを試み，本研究
の意義を明確にした．
　第 2章では「地域ブランド」という概念の定義
づけを試みた．「地域ブランド」は地域活性化を目
的として，ブランド化という手法を用いて活性化
を達成させようとしているという考えの基，「地域
活性化」と「ブランド」という用語の定義を足し
合わせて「地域ブランド」の定義づけをした．
＊　かげやま　けいたい　　公共政策研究科公共政策
専攻修士課程修了
論文審査委員主査　細野　助博　
論文審査委員副査　工藤　裕子　小林　秀徳　
84
　第 3章では第 1章，第 2章で明らかとなった事
を基に地域ブランド化が成功する事で考えられる
地方像について言及すると共に，統計学の手法を
用いて働き口が人口等に与える影響についても考
察をし，ブランド化する事のメリットを明らかに
した．
　第 4章では， 4つの成功事例からの成功要因の
抽出を行った．成功事例は，地域資源がある 2事
例と，地域資源がない 2事例とを考察した．この
結果，「①付加価値をつける事，②地域を見つめ直
す事，③第三者からの評価をしっかりと確認する
事，④他者頼みでなく住民自らが主張する事，⑤
挑戦したい人が挑戦できる環境，⑥キーパーソン，
⑦地産地消（その土地に来ないと体験できない
事）」という 7つの成功要因の抽出をした．
　第 5章では，第 2章で先行研究の課題として提
示した，「キーパーソン」と「推進団体」を解決す
るための方策を指摘した．具体的には，「キーパー
ソン」の発掘と「キーパーソン」，「推進団体」を
つなげるワークショップの開催と「推進団体」の
担うべき役割についての考えを提示した．ワーク
ショップに関しては，メンバー獲得方法，メンバ
ーのフィルタリング方法，SWOT分析によるコン
セプト統一方法，議論すべき内容について指摘し
た．「推進団体」については，ワークショップとの
つながり，団体の立ち位置，メンバー編成，ブラ
ンド化資金の獲得方法についての指摘をした．
